
本紙は、再生紙を使用しております。
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「
ぐ
る
っ
と
く
ん
」を
原
市
の

「
上
新
町
」で
下
車
す
る
と
、
目
の

前
に
東
上
す
る
細
道
が
見
え
る
。

こ
の
一
条
の
道
は
、
原
市
沼
を
渡

り
、
隣
接
の
旧
丸
山
村（
現
伊
奈

町
）に
達
す
る
道
で
あ
る
。
左
折

し
て
こ
の
細
い
道
を
歩
く
が
、
道

路
の
南
側
は
原
市
台
団
地
な
ど
が

あ
り
住
宅
地
化
さ
れ
て
い
る
が
、

北
側
に
は
古
く
か
ら
の
屋
敷
森
の

あ
る
家
や
畑
地
も
あ
り
、
昔
日
の

面
影
を
伝
え
て
く
れ
る
。
道
は

少
々
曲
折
し
て
い
る
が
、
五
百
五

十
メ
ー
ト
ル
も
歩
く
と
原
市
沼
北

端
に
架
か
る「
沼
橋
」に
着
く
。
沼

の
上
流
は
原
市
沼
川
で
あ
る
が
、

源
流
は
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
方
の

上
尾
市
・
桶
川
市
境
で
あ
る（『
上

尾
市
地
形
図
』）。

　

江
戸
時
代
の
初
期
に
は
小
室
郷

丸
山
に
伊い

奈な

忠た
だ

次つ
ぐ

が
陣
屋
を
構

え
、
一
万
石
の
所
領
を
持
ち
、
徳

川
氏
の
関
東
支
配
に
敏
腕
を
振

る
っ
て
い
た
。
一
方
原
市
沼
の
西

側
で
は
、
上
尾
下
村
に
西に

し

尾お

吉よ
し

次つ
ぐ

の
陣
屋
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
五
千

石
の
知ち

ぎ
ょ
う
ち

行
地
で
あ
る
が
、
有
力
旗

本
と
し
て
徳
川
氏
を
支
え
て
い

た
。
両
氏
が
原
市
沼
を
挟
ん
で
陣

屋
を
構
え
た
こ
と
は
、
陣
屋
に
適

す
る
地
形
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
こ
の
地
域
が
江
戸
城
周
辺
の

重
要
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る（『
上
尾
市
史
第

三
巻
』）。

　

沼
橋
か
ら
河
岸
の
細
い
道
を
歩

き
、原
市
沼
川
の
遡そ

こ
う行
を
試
み
る
。

北
方
へ
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
も
歩

く
と
、
広
い
上
尾
環
状
線
の
道
路

と
交
差
す
る
。
こ
こ
に
あ
る
橋
が

「
柳や

な
つ
は
し

津
橋
」で
、
原
市
沼
川
の
東
側

に
は
小
室
郷
の
丘
陵
が
あ
り
、
そ

の
一
部
に
現
在
は
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
が
所
在
す
る
。
原
市
沼
川
の

西
側
は
旧
平
塚
三
村
の
丘
陵
地
で

あ
る
が
、
川
沿
い
の
か
つ
て
の
水

田
地
帯
も
今
は
埋
め
立
て
ら
れ
て

い
る
。
柳
津
橋
の
左
手
前
方
に
、

旧
下
平
塚
村
の
稲い

な
り荷
社
が
見
え
る

の
で
参
詣
し
て
み
る
。
橋
よ
り
百

五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
下
し
、
右

折
し
て
七
十
メ
ー
ト
ル
も
北
上
す

る
と
稲
荷
社
に
着
く
。
こ
の
神
社

は
台
地
の
突
端
の
位
置
に
所
在
す

る
が
、
土
地
の
古
老
の
話
に
よ
る

と
、
明
治
四
十
三（
一
九
一
〇
）年

の
大
洪
水
の
時
は
南
方
の
綾
瀬
川

と
原
市
沼
川
の
合
流
口
よ
り
大
水

が
押
し
寄
せ
、
た
ち
ま
ち
原
市
沼

川
の
谷
は
水
面
下
に
な
っ
た
と
い

う
。
そ
の
時
、
稲
荷
社
の
鳥
居
の

先
端
が
少
々
見
え
る
ほ
ど
の
水
位

で
あ
っ
た
と
い
う
。
利
根
川
・
荒

川
の
堤
防
決
壊
に
よ
る
大
洪
水
の

恐
ろ
し
さ
を
、
土
地
の
古
老
は
伝

え
て
く
れ
る（
前
掲
書
）。

　

柳
津
橋
に
戻
り
、
原
市
沼
川
を

北
上
す
る
。
県
道
上
尾
蓮
田
線
に

架
か
る「
平
塚
橋
」に
近
づ
く
に
従

い
、
か
つ
て
の
水
田
地
帯
も
現
在

は
工
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
学
校
敷

地
と
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も

溺
谷
を
形
成
す
る
東
西
の
丘
陵
に

は
ま
だ
広
大
な
森
林
が
残
っ
て
お

り
、
遡
行
す
る
人
に
見
事
な
景
観

を
見
せ
て
く
れ
る
。
柳
津
橋
か
ら

平
塚
橋
ま
で
、
約
八
百
五
十
メ
ー

ト
ル
で
到
着
と
な
る（「
前
掲
地

図
」）。

（
元
埼
玉
県
立
博
物
館
長
・
黒
須
茂
）
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○に入る文字や数字を当ててください｡

【賞品】正解者の中から抽選で5人に、粗品
を差し上げます。
【応募方法】はがきかメールにクイズの答え、
住所、氏名、年齢、電話番号、『広報あげお』
の感想を記入して、9月21日（水）まで（必着）
に上尾市広報課「わくわくクイズ係」へ。

あて先：〒362-8501本町3-1-1
ﾒｰﾙｱドﾚｽ : s55000＠city.ageo.lg.jp
【発表】賞品の発送をもって発表に代えさせて
いただきます。　※正解は10月号のこのコー
ナーで。前号の答えは「塩分」でした。ご応募
ありがとうございました（応募者32人）。

9月1日は「○○の日」です。

 （ヒントは2ページ）

市の人口・世帯
（平成23年8月１日現在）

22万7,199人
男／11万3,505人
女／11万3,694人

　※前月と同数。

9万2,857世帯

上尾の古い地名を　こう
246
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◆『広報あげお』は、各支所・出張所、ＪＲ上尾駅・北上尾駅のほか市内の各公共施設、金融機関などに置いてあり、自由に持ち帰れます。
◆環境保全のため、市内の公共施設へのお出掛けは市内循環バス“ぐるっとくん”をご利用ください。

旧下平塚村の稲荷社


